
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ニ

大
統
領
か
ら
中
村
さ
ん
に
会

い
た
い
と
い
う
意
向
が
伝
え

ら
れ
、
今
年
2
月
7
日
、
官

邸
で
会
見
が
実
現
し
た
。

か
ん
ば

つ

中
村
さ
ん
は
旱
魃
被
害
の

実
態
を
訴
え
る
つ
も
り
だ

っ

た
が
、
大
統
領
は
逆
に
「
私

は
問
題
の
鍵
を
探
し
て
い
た
。

君
の
仕
事
が
そ
の
鍵
だ
。
会

い
た
か
っ
た
の
だ
」
と
言
う
。

筆
者
（
加
藤
）
は
本
紙
昨

年
12
月
1
日
号
に
中
村
哲
著

「
ア
フ
ガ
ン

・
緑
の
大
地
計

画
伝
統
に
学
ぶ
灌
漑
工
法

と
甦
る
農
業
』
（
石
風
社
、

17

年
6
月
）
の
紹
介
記
事
を
掲

載
し
た
が
、
同
書
は
ア
フ
ガ

ン
に
適
し
た
灌
漑
工
法
を
解

説
す
る
技
術
書
で
、
そ
の
英

語
版
が
国
連
食
糧
農
業
機
関

(
F
A
0
)
か
ら
ガ
工
大
統

領
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

ア
フ
ガ
ン
の
土
地
管
理
局
長

か
ら

P
M
S
副
院
長
で
医
師

の
ジ
ア

・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン

さ
ん
に
、
中
村
さ
ん
の
経
歴

書
を
送
る
よ
う
に
連
絡
が
あ

っ
た

(
P
M
S
I
I
ピ
ー
ス

・

ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ
イ
カ
ル
・

サ
ー
ビ
ス
11
平
和
医
療
団
・

日
本
）
。`

ガ
ニ
大
統
領
は
こ
の
本
を

6
時
間
か
け
て

一
気
に
読
み
、

日
閣
僚
た
ち
を
「
全
力
で
こ
れ

ー月
を
学
べ
」
と
叱
咤
し
た
と
い

5
う
。
2
月
4
日
に
は
農
業
省

）

で
説
明
会
が
開
か
れ
、
同
省

年30

の
灌
漑
専
門
技
術
者
、
P
M

S
の
ジ
ア
医
師
と
デ
イ
ダ
ー

成平

ル
技
師
が
出
席
し
て
、
内
容

（
 
年8
を
検
討
し
、
同
書
は
「
単
純

20
に
見
え
て
深
い
内
容
」
と
評

毎月 1日発行 MK新聞 第862号 (6) 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
・
中
村
哲
さ
ん
、

灌
漑
工
事
事
業
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
大
統
領
か
ら
叙
勲

鈴
鹿
日
本
大
使
、
バ
イ
カ
ル

土
地
管
理
局
長
、
ド
ゥ
ラ
ニ

農
業
大
臣
の
列
席
の
も
と
行

わ
れ
た
授
与
式
（
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
会
報

1
3
5
号
か

ら）
価
さ
れ
た
。

中
村
さ
ん
は
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
会
報
18
年
4
月
1
日

発
行
の

1
3
5
号
に
書
い
て

い
る
。
「
大
統
領
は
小
生

(
1

9
4
6
年
生
ま
れ
）
と
同
年

配
、
パ
シ
ュ
ト
ウ
ン
遊
牧
部

族
出
身
、
見
識
の
あ
る
方
で

し
た
。
今
回
の
叙
勲
は

P
M

S
に
と
っ
て
特
別
嬉
し
い
も

の
で
、

全
職
員
大
い
に
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
灌
漑

の
仕
事
が
地
元
で
評
価
さ
れ
、

私
た
ち
の
声
が
為
政
の
中
枢

に
も
届
い
た
か
ら
で
す
。
悠

久
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
戦

い
で
は
滅
び
ま
せ
ん
が
、
温

暖
化
に
よ
る
旱
魃
で
滅
び
得

ま
す
。
水
の
仕
事
は
自
然
が

相
手
で
、
効
果
を
得
る
ま
で

長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

一
世
代
で
解
決
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。．

幸
い
内

外
の
多
く
の
良
心
に
支
え
ら

れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部

の
一
角
に
確
か
な
実
例
が
築

内
シ

か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
確
か
な
希
望

を
身
を
も
っ
て
守
り
育

て
将
来
に
備
え
る
こ
と

で
す
」
。

ま
た
ジ
ア
医
師
は
言

う
。
「
こ
れ
ま
で
他
の
支

援
団
体
が
何
度
も
試
み

て
は
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た

取
水
設
備
が
、

P
M
S
の
灌

漑
方
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
適
切
に
機
能
し
続

け
、
十
分
な
水
量
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
現
地
住
民

や
政
府
に
と
っ
て
大
き
な
意

義
を
も
た
ら
し
ま
し
た
」
。

英
語
版

「A
f
g
h
a
n
i
s
t
a
n

G
r
e
e
n
 G
r
o
u
n
d
 P
r
o
j
e
c
d
 

が
日
の
目
を
見
る
ま
で
多
く

の
苦
労
が
あ
っ
た
。
P
M
S

支
援
室
の
浦
田
菖
平
さ
ん
に

よ
る
と
、
日
本
語
か
ら

翻
訳
さ
れ
た
も
の
の
編
，

集
が
始
ま
っ
た
の
は
昨

年
6
月
で
、

9
月
末
に

刊
行
さ
れ
た
が
、
支
援

室
の
全
員
が
挿
入
写
真

選
び
や
単
語
の
大
文
字

小
文
字
な
ど
校
正
に
神

経
を
使
っ
た
。
こ
の
本

は
周
辺
四
州
の

P
M
S

職
員
、
地
域
の
農
業
指

郡
者
、
水
番
、
東
部
行

政
関
係
者
と
請
負
の
技

カプール近郊の村で長老たちと話し合い

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
大
阪
加
証
昧
膵
迄
夫

永
田
謙
一

加
藤
勝
美
様

陽
光
う
ら
ら
か
な
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
12

月
に
お
手
紙
を
頂
い
て
お
き

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
御
返

事
を
書
こ
う
か
迷
っ
て
い
る

銃
声
と
砲
声
、
自
爆

テ
ロ
の
な
か
で

術
者
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
教

科
書
と
な
る
。
中
心
と
な
る

会
計
作
業
は
現
地
が
行
い
、

ア
フ
ガ
ン
の
政
府
関
係
、
基

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
中
村
哲

さ
ん
叙
勲
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
著
書

「ア
フ
ガ
ン

・
緑

の
大
地
計
画
J

(
石
風
社
）
に

は
永
田
謙

二
さ
ん
の
論
文

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け

る
水
資
源
・
灌
漑
攻
策
」
が

約
40
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
収

録
さ
れ
て
い
た
。
同
書
の
紹

介
記
事
（
本
紙
昨
年
12
月
1

日
号
）
の
中
で
、
執
筆
者
の

加
藤
は
永
田
さ
ん
へ
の
手
紙

も
併
記
し
て
い
た
。
こ
の
た

び
、
永
田
さ
ん
か
ら
加
藤
宛

に
返
信
が
届
き
、
ご
本
人
の

了
解
を
得
て
、
そ
の
全
文
を

採
録
し
た
。

金
団
体
へ
の
会
計
報
告
書
作

成
や
資
材
管
理
の
集
計
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

(1
8
.
4
.
5
記
）

ア
フ
ガ
ン
の
水
資
源
開
発
に
携
わ
っ

た
J
_
C
A
国
際
協
力
専
門
員
・

永
田
謙
二
さ
ん
か
ら
の
手
紙

う
ち
に
、
冬
が
過
ぎ
、
も
う
、

春
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
研
究
論
文
に
つ
い
て

新
聞
記
事
を
書
い
て
い
た
だ

き
、
ま
た
そ
の
内
容
を
ご
評

価
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と

の
「
出
会
い
」
は
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
国
家
開
発
戦
略
に

対
し
て
、

J
I
C
A
有
志
の

一
員
と
し
て
、
そ
の
水
資
源

分
野
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
書
い

た
2
0
0
6
年
が
初
め
て
で

し
た
。
そ
の
後
、

2
0
0
9

年
頃
か
ら
カ
ブ
ー
ル
新
都
市

の
水
資
源
開
発
計
画
に
携
わ

る
よ
う
に
な
り
、
何
度
か
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
出
張
し
、

政
府
職
員
と
協
議
を
行
う
と

共
に
、
新
都
市
予
定
地
や
水

資
源
開
発
現
場
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
1
年
半
後

の
2
0
1
1
年
8
月
に
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
水
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
に
長
期
専
門
家
と
し
て

赴
任
し
て
2
年
半
を
過
ご
し
、

2
0
1
4
年
2
月
に
帰
国
し

ま
し
た
。

こ
の
間
、
何
度
か

「
事
件
」

に
遭
遇
し
ま
し
た
。
最
も
大

き
な
事
件
は
、

2
0
1
0
年

1
月
、
カ
プ
ー
ル
の
政
府
施

設
な
ど
へ
の
タ
リ
バ
ン
に
よ

る
大
規
模
複
合
攻
撃
で
し
た
。

遠
く
で
銃
声
と
砲
声
が
聞
こ

え
だ
し
た
か
と
思
う
と
、
近

く
で
爆
弾
の
大
音
押
が
轟
き
、

滞
在
し
て
い
た
建
物
の
地
下

室
に
避
難
し
ま
し
た
。
地
下

室
に
は
、
十
数
人
の
子
供
や

お
母
さ
ん
が
避
難
し
て
き
て

カ
プ
ー
ル
近
郊
農
村
の
現
地
調

査
迄
江
所
の
子
供
た
ち
と
共
に

3
 

お
り
、
数
時
間
、
銃
声
と
砲

声
を
聞
き
な
が
ら
待
っ
て
い

ま
し
た
c

不
思
議
と
恐
怖
感

は
な
く
、
自
分
が
こ
の
よ
う

な
現
実
に
直
面
し
て
い
る
と

い
う
感
覚
に
乏
し
く
、
政
府

の
人
た
ち
と
地
下
室
の
中
で
、

水
資
源
管
理
の
現
状
や
現
場

の
話
を
聴
い
て
時
間
を
過
ご

し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
政
府
機
関
で
の
勤

務
中
、
敷
地
に
入
る
ゲ
ー
ト

付
近
で
自
爆
テ
ロ
が
あ
り
、

爆
音
と
共
に
執
務
室
の
ガ
ラ

ス
が
大
き
な
音
を
立
て
て
裳

え
、
思
わ
ず
廊
下
に
飛
び
出

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
職
員
た

ち
は
、
ゆ
っ
く
り
と
中
廊
下

に
は
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、

「ま
た
か
」
と
困
っ
た
よ
う

な
顔
を
し
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
「
事
件
」
は
、
厳

冬
の
季
節
に
な
る
と
冬
休
み

に
な
る
の
で
す
が
、
季
節
が

緩
む
と
タ
リ
バ
ン
は
「
春
の

大
攻
勢
」
を
宣
言
し、
「
事
件
」

は
概
ね
2
ヵ
月
に

1
回
は
起

こ
り
、
そ
れ
が
常
態
化
し
て

い
る
状
況
で
し
た
。
今
現
在

の
治
安
状
況
は
さ
ら
に
悪
化

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
の
研
究
論
文
の
根
本
主

題
は
、
「ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が

平
和
に
な
る
た
め
に
、
復
興

と
再
建
を
ど
の
よ
う
に
実
施

し
て
い
く
べ
き
か
」
で
す
が
、

て
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
時
、
中
村
哲
先
生
が

主
導
す
る
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
灌

漑
事
業
が
大
き
な
成
功
を
収

め
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
灌
漑
用
水
を
農
地
に
届

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

に
よ
っ
て
地
域
社
会
が
豊
か

に
な
り
治
安
が
安
定
し

て
、
地
域
の
人
々
が
家

族
と
共
に
生
き
て
い
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
地
域
社
会
を
重
視
す

る
土
木
事
業
と
計
画
・

実
施
プ
ロ
セ
ス
と
成
果

に
注
目
し
ま
し
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
農
村

で
は
、
戦
乱
と
渇
水
の

二
重
苦
で
、
家
族
を
蓑

う
こ
と
が
で
き
ず
、
し

か
た
な
く
、

軍
閥
の
下

で
戦
闘
に
参
加
し
て
給

料
を
も
ら
っ
て
い
る
人

マザリシャリフ近郊で

ガードマン達と共に

水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
で
の
副

大
臣
を
交
え
た
会
議
風
景

こ
れ
は
、
上
記
の
よ
う

な
事
件
を
何
度
も
現
地

で
体
験
し
な
が
ら
、
「国

際
社
会
が
大
き
な
資
金

と
人
材
を
つ
ぎ
込
ん

で、

10
年
以
上
も
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
支
援
し

続
け
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
治
安
は
回
復
し
な
い

の
か
」
と
い
う
素
朴
な

疑
問
か
ら
始
ま
り
ま
し

こ
。
t
 そし
て
、

2
年
半
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
滞
在

中
に
、
水
資
源
政
策
の
中
枢

で
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
副

大
臣
や
局
長
達
と
議
論
し
、

世
界
銀
行
や
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
な
ど
の
ド
ナ
ー
と
共
に
協

調
し
な
が
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
水
資
源
政
策
に
つ
い

も
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
自
分
と
家
族
が
「
安
心

し
て
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
て

い
け
る
」
よ
う
に
な
れ
ば
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
多
く
の

人
々
は
、
戦
争
な
ど
し
た
＜

な
い
の
で
す
。

私
の
論
文
の
結
論
は
、
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
い
う
国
を

支
え
る
地
域
社
会
の
人
々
の

ニ
ー
ズ
に
、
国
が
真
に
向
き

合
っ
て
政
策
を
進
め
れ
ば
、

必
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

復
興
は
実
現
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
が
支
援
す
る

P
M
S
に
よ

る
水
資
源

・
灌
漑
事
業
は
、

ま
さ
し
く
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
事
業
で
あ
り
、

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
士
に
広

`

[

げ
て
い
け
れ

4

.

＂姑

ば
、
必
ず
ア
フ

g
咄

.

.

.
r
ぷ
冥
・
ふ
iぎ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の

｀

べ

再

建

は

な

る

と

こ

三

思
い
ま
す
。
そ

沿

・た

の
先
頭
に
立
っ

．
r

．

て
い
る
ペ
シ
ャ

よ
置咄

9
へd

“.～乏峯，

ワ
ー
ル
会
と

P

i
『i

,戸
鼠
M
S
に
、
私
自

身
が
僅
か
で
も
お
役
に
立
て

て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
当
に

光
栄
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
長
い
時
間

が
必
要
で
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、

P
M
S
方
式
に
よ
る

水
資
源
・
灌
漑
事
業
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
へ
の
普
及

．．
 
涵
Il̀＇

を
、
是
非
、
後
押
し
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、

J
I
C
A
と

P
M
S
と
の
共
同
事
業
に
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
ま
た
、
お
会
い

で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

2
0
1
8
年
4
月
2
日
永
田
謙
二

追
伸3
月
30
日
に
、
久
し
ぶ
り

に
博
多
に
行
き
、
中
村
先
生

や
村
上
会
長
、
福
元
さ
ん
や

藤
田
さ
ん
な
ど
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
の
方
々
と
お
会
い
し

ま
し
た
。
中
村
先
生
の
元
気

な
お
姿
を
見
、
親
し
く
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。

■永
田
謙
二

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
国
際
協
力
専
門
員
（
水

資
源
・
防
災
）。
1
9
5
6
（昭

和
31)
年
、
大
阪
府
松
原
市

ま
れ
。
1
9
8
0
年
、
東
京

農
工
大
学
大
学
院
修
士
課
程

修
了
、
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ャ

リ
ン
グ
株
式
会
社
入
社
。
2

0
0
5
年
、
国
際
協
力
専
門

員
（
水
資
源
・
防
災
）
と
し

て
国
際
協
力
機
構

(
J
I
C

A
)
に
入
構
。
2
0
1
1
年

か
ら
3
年
間
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
国
水

．．
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

に
J
I
C
A
専
門
家
と
し
て

赴
任
。
2
0
1
7
年
、
東

京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
（
博
士
ら
国
際
協
力

学）
。
主
な
邦
語
論
文
に

「
半
乾
燥
地
域
に
お
け
る

洪
水
へ
の
対
処
ー
チ
ュ
ニ

ジ
ア
国
メ
ジ
ェ
ル
ダ
川
の

事
例
」
土
木
学
会
誌
2
0

1
0
年
8
月
号
特
集

「極

端
気
象
に
備
え
る
j

、
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る

水
資
源
セ
ク
タ
ー
の
復
興

支
援
政
策
」
水
文

・
水
資

源
学
会
誌
30
巻
4
号

(2

0
1
7
年
）。


